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■
新
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黄
霊
芝
著
／
下
岡
友
加
編

『
戦
後
台
湾
の
日
本
語
文
学

　
黄
霊
芝
小
説
選
２
』

 

戦
後
台
湾
で
六
十
年
以
上
に
わ
た
り
日
本
語

で
創
作
を
行
っ
て
き
た
黄
霊
芝
（
一
九
二
八
〜
）

の
作
品
集
で
あ
る
。
一
冊
目
は
二
〇
一
二
年
に

刊
行
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
二
冊
目
に
は
小
説
七

編
、
童
話
四
編
と
自
選
俳
句
百
句
が
収
め
ら
れ

て
い
る
。

　

目
次

「
は
じ
め
に
」
（
下
岡
友
加
）

「
竜
宮
翁
戎
貝
」

「
ふ
う
ち
ゃ
ん
」

「
台
湾
玉
賈
伝
」

「
蛇
」

「
喫
茶
店
「
青
い
鳥
」
」

「
花
子
」

「
五
郎
の
日
記
」

「
名
画
」

「
聖
」

「
男
耕
女
織
」

「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」

「
俳
句
自
選
百
句
」

「
解
題
」

　

私
た
ち
は
安
易
に
「
日
本
語
文
学
の
可
能
性
」

な
ど
を
語
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
下
岡
氏

は
著
者
黄
霊
芝
の
言
葉
を
引
き
つ
つ
「
国
境
と

は
か
か
わ
り
な
く
、
読
者
の
心
を
動
か
す
普
遍

性
を
黄
は
求
め
て
き
た
」
と
述
べ
、
そ
こ
に
い

か
な
る
実
が
宿
る
か
は
自
分
の
目
で
確
か
め
よ

と
読
者
に
語
り
か
け
て
い
る
。
下
岡
氏
の
持
続

的
な
黄
霊
芝
研
究
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
こ
れ
か
ら

も
た
ゆ
ま
ず
続
く
だ
ろ
う
。

　

関
心
の
あ
る
方
は
『
フ
ェ
ン
ス
レ
ス
』
第
二

号
の
下
岡
論
も
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
（
オ
ン
ラ
イ

ン
版
公
開
中
）
。

（
二
〇
一
五
年
六
月　

溪
水
社　

二
一
一
頁　

定
価

二
〇
〇
〇
円
＋
税
）
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田
中
英
夫
著
『
損
を
し
て
で
も
良

書
を
出
す
・
あ
る
出
版
人
の
生
涯
　

洛
陽
堂
河
本
亀
之
助
小
伝
』

目
次一

章　

離
郷

二
章　

印
刷
業

三
章　

洛
陽
堂
草
創
期　

一
九
〇
九
年
〜

一
九
一
一
年

四
章　

俊
三
と
千
代
田
印
刷
所　

一
九
一
二
年
〜
一
九
一
三
年

五
章　

洛
陽
堂
印
刷
所
改
称
以
後　

一
九
一
四
年
〜
一
九
一
六
年

六
章　

雑
誌
経
営
の
転
記　

一
九
一
七
年

〜
一
九
一
八
年

七
章　

亀
之
助
経
営
の
最
後　

一
九
一
九

年
〜
一
九
二
〇
年

八
章　

歿
後

　

大
正
時
代
の
歴
史
や
文
化
に
関
心
の
あ
る
人

な
ら
何
度
も
目
に
し
て
い
る
は
ず
の
洛
陽
堂
。

こ
の
出
版
社
が
な
け
れ
ば
大
正
時
代
の
文
化
地

図
は
ま
っ
た
く
別
の
も
の
と
な
っ
て
い
た
は
ず

で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
ほ
と
ん
ど
誰
も
河

本
亀
之
助
を
知
ら
ず
に
い
た
。
大
逆
事
件
を
生

き
延
び
た
西
川
光
二
郎
、
山
口
孤
剣
に
次
い
で

著
者
三
人
目
の
評
伝
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
「
大

逆
以
後
」
の
生
を
、
そ
の
生
涯
の
最
後
ま
で
追

い
求
め
る
姿
勢
は
貫
か
れ
て
い
る
。
著
者
は
調

査
や
執
筆
の
進
行
状
況
を
逐
次
手
製
の
『
洛
陽

堂
雑
記
』
（
全
32
冊
）
に
ま
と
め
、
配
布
さ
れ
て

き
た
。
そ
の
徹
底
し
た
調
査
も
電
話
帳
と
の
格

闘
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
。
評
伝
の
鬼
に
魅
入

ら
れ
た
者
た
ち
は
幸
い
で
あ
る
。

（
二
〇
一
五
年
一
一
月　

燃
焼
社　

六
三
八
頁　

定
価

三
二
〇
〇
円
＋
税
）
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Alex Bates. The Culture of 
the Q

uake: The Great Kanto 
Earthquake and Taisho Japan. 
Ann Arbor, M

I: The U
niversity 

of M
ichigan, 2015.

（
ア
レ
ッ
ク

ス
・
ベ
イ
ツ
著
『
震
災
の
文
化
　
関

東
大
震
災
と
大
正
日
本
』）

 
 

目
次一

章　

震
災
文
化

二
章　

震
災
後
文
学

三
章　

田
山
花
袋
、
震
災
フ
ラ
ヌ
ー
ル

四
章　

震
災
メ
ロ
ド
ラ
マ
の
中
の
ス
ペ
ク

タ
ク
ル
な
災
害

五
章　

正
宗
白
鳥
「
他
人
の
災
害
」
に
お

け
る
静
か
な
苦
痛　

六
章　

長
田
幹
彦
『
大
地
は
震
ふ
』
に
お

け
る
苦
悩
の
生
存
者

七
章　

天
譴
お
よ
び
そ
の
批
評

八
章　

作
家
た
ち
と
朝
鮮
人
騒
ぎ

九
章　

大
衆
と
大
虐
殺
―
―
責
任
と
虐
殺

表
象
に
お
け
る
朝
鮮
問
題

結
論

　

「
本
書
は
大
正
時
代
の
語
り
と
虚
構
に
関
す

る
最
初
の
、
そ
し
て
最
も
重
要
な
研
究
で
あ
る
。

私
小
説
作
家
か
ら
モ
ダ
ニ
ス
ト
ま
で
、
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
作
家
た
ち
か
ら
大
衆
小
説
作
家
ま
で
、

誰
も
が
震
災
に
つ
い
て
何
か
を
書
い
た
。
す
べ

て
の
主
要
な
フ
ィ
ル
ム
ス
タ
ジ
オ
は
震
災
映
画

を
制
作
し
た
。
ど
の
よ
う
な
場
合
で
も
、
創
作

に
対
す
る
そ
れ
ま
で
の
態
度
が
、
彼
ら
が
地
震

を
描
く
と
き
の
方
法
と
し
て
応
用
さ
れ
て
い

た
。
圧
倒
的
な
破
壊
と
大
き
な
苦
難
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
表
現
の
中
に
は
独
自
の
挑
戦
が
形
を

と
ど
め
て
も
い
た
。
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
搾
取

／
エ
ク
ス
プ
ロ
イ
テ
イ
シ
ョ
ン
な
し
で
痛
み
を

示
す
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
？　

研
究
者
た
ち

は
作
家
た
ち
や
映
画
監
督
た
ち
の
い
く
つ
か
の

グ
ル
ー
プ
を
個
別
に
注
目
し
て
き
た
。
し
か
し
、

彼
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
同
じ
主
題
に
取

り
組
ん
だ
か
と
い
う
こ
と
に
注
目
す
る
研
究
は

な
か
っ
た
。

　

関
東
大
震
災
は
、
つ
い
最
近
に
な
っ
て
欧
米

の
研
究
者
た
ち
の
関
心
を
引
き
つ
け
て
い
る
代

役
的
（u

n
d
e
r
s
t
u
d
i
e
d

）

出
来
事
で
あ
る
。
ハ

イ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
お
よ
び
ロ
ー
・
カ
ル
チ
ャ
ー

の
な
か
に
表
現
さ
れ
た
方
法
に
注
目
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
〈
震
災
文
化
〉
は
、
人
々
が
災
害

を
ど
の
よ
う
に
経
験
し
た
か
、
そ
し
て
そ
の
後

の
数
年
の
間
、
彼
ら
は
ど
の
よ
う
に
災
害
を
解

釈
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
洞
察
を

与
え
て
く
れ
る
。
本
書
は
日
本
お
よ
び
ア
ジ
ア

の
文
学
・
映
画
・
文
化
・
歴
史
の
研
究
者
た
ち
、

そ
し
て
災
害
研
究
の
研
究
者
た
ち
の
興
味
を
引

く
に
ち
が
い
な
い
。
」
（
巻
末
紹
介
文
よ
り
）
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